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平成２９年度第１回宮城県がん登録情報利用等審議会会議録 

 

１ 日時：平成２９年１０月１９日（木）午後５時から午後６時まで 

２ 場所：宮城県庁行政庁舎４階 特別会議室 

３ 出席委員（五十音順，敬称略） 

大内憲明，嘉数研二，片倉隆一，金村政輝，栗山進一，櫻井芳明，笹野公伸，渋谷大

助，下瀬川徹，中原茂樹，南優子，八重樫伸生 

４ 会議録 

 

（司会） 

 本日は，お忙しい中御出席いただきまして，誠にありがとうございます。 

 ただ今から，平成２９年度第１回宮城県がん登録情報利用等審議会を開催いたします。 

 この会議は，情報公開条例第１９条の規定に基づき公開とさせていただいております。 

 また，本審議会の議事録につきましては，後日公開させていただきますので，御了承

をお願い申し上げます。 

 それでは，会議の開催に当たりまして，宮城県保健福祉部次長の髙橋より御挨拶を申

し上げます。 

 

（髙橋次長） 

宮城県保健福祉部次長の髙橋でございます。本日は，お忙しい中，御出席賜りありがと

うございます。平成２９年度第１回宮城県がん登録情報利用等審議会を開催するに当たり

まして，一言御挨拶申し上げます。 

委員の皆様には，日頃から保健医療行政の推進に御協力をいただいておりますことに，

感謝申し上げます。 

さて，平成２８年１月に，がん登録等の推進に関する法律が新たに施行され，全国がん

登録が開始されました。今年度は，県内全病院及び指定診療所からがん登録情報の届出が

開始され，現在，整理・突合を行っているところでございます。 

本日は，届出状況について報告させていただくとともに，今後の予定などについても説

明いたします。委員の皆様には，御経験，御見識に基づきます御審議をお願いいたします。 

 

（司会） 

 本日の会議は，お手元に配布いたしました次第に従いまして進行させていただきます。 

 ここで，本日の資料を確認させていただきます。（資料確認） 

 なお，東北大学加齢医学研究所の石岡委員，東北大学大学院 でご

ざいますが，本日所用のため御欠席でございます。 

 ここからの進行につきましては，がん登録情報利用等審議会条例第４条の規定により，

嘉数会長にお願いしたいと思います。嘉数会長，よろしくお願い申し上げます。 

 



2 

 

（嘉数会長） 

それでは，次第に沿って進めさせていただきたいと思います。 

 まず始めに，議事（１）全国がん登録に係る実施状況について，事務局より説明願い

ます。 

 

（事務局） 

全国がん登録に係る実施状況について資料１を基にご説明いたします。 

平成２８年１月にがん登録等の推進に関する法律が施行になり，全国がん登録が開始

されました。今年度は，法施行後，初めての症例収集となります。 

届出対象施設は，平成２９年４月１日時点で，指定診療所も含め１４１施設あり，今

年は，平成２８年症例について，各施設から届出をいただいております。 

届出方法については，３に記載しているとおりとなっております。 

媒体については，オンラインシステム・USB・紙媒体の三種類を使用して届出ていた

だくこととしており，届出時期については，２種類に分け，拠点病院については，８月

末まで，そして，拠点病院以外の施設については，９月末までとさせていただきました。 

先月末までの，届出状況としては，１１５施設から届出をいただいている状況であり，

２６施設がまだ届出をしていない状況でございますが，まだ届出をいただいていない施

設につきましては，昨日付けで，提出をするよう通知を宮城県対がん協会から発出して

おります。 

最後に，５の平成２９年度における診療所の指定手続きですが，診療所からの届出に

ついては，手挙げ方式により知事が指定した施設からの届出をいただくこととなってお

ります。今年度も，例年同様，年末にかけて診療所からの申請を受付け，申請があった

場合は，平成３０年１月１日付けで指定する予定でございます。 

なお，診療所の指定について，年途中の指定は，データーベース管理を含む診断年管

理が煩雑になるため，行っておりません。 

事務局からの説明は以上です。 

 

（嘉数会長） 

ただ今の事務局からの説明に関して，委員の皆様から何か御質問等はございますか。  

 

（意見無し） 

 

（嘉数会長） 

続きまして（２）全国がん登録における情報提供に係る手数料について，事務局より説

明をお願いします。 
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（事務局） 

全国がん登録における情報提供に係る手数料について説明いたします。資料２を御覧下

さい。 

がん登録情報の提供の際の手数料ですが，平成２８年に，がん登録推進法が施行され，

法第４１条第３項により，都道府県は，がんに係る調査研究のため当県の都道府県がん情

報を利用しようとする者から手数料を徴収できるとされております。 

ただ，複数の都道府県に係るがん情報の提供の申請については，国へ申請することとな

っており，同条第１項により，国立がん研究センターに手数料を納める必要があります。 

また，徴収対象者ですが，がんに係る調査研究を行う者が対象となっております。しか

し，病院等については，病院等管理者から，当該施設から届出がされたがん情報に限って

申請がなされた場合は，徴収の対象外となります。 

手数料の徴収に関しては，がん対策基本計画にも記載されているように，がん登録情報

の利活用による研究等推進を推進し，情報の利用促進を図るため，手数料の徴収はしない

という案を事務局では考えてございます。この案に対して，皆様からご意見をいただけれ

ばと思います。 

なお，本日御欠席の 委員からは，がん登録が法制化され，手数料を徴収できるという

規定ができたこと，そして，手数料を支払うことによる申請者側の質の担保が図られるこ

とから，手数料を徴収するべきではないかというご意見をいただいております。 

参考までに，２ページに他県の状況を記載させていただいております。 

徴収または徴収予定と回答した都道府県は５つあり，法に徴収可能な旨が明記されたこ

とが主な理由でした。また，徴収しないが１１でデータの活用を促すため，法施行以前か

ら徴収していないこととの整合性がその理由でした。そして，検討中が２４，その他が３

という状況でした。 

また，その下には，国がんに収める手数料の考え方と，参考３として，地域がん登録に

おける申請状況を記載しております。 

事務局からの説明は以上となります。どうぞよろしくお願いします。 

 

（嘉数会長） 

ただ今の説明につきまして，何か御意見・御質問等はございませんでしょうか。 

 

また，がん登録等の推進に関する法律が制定され，手数料について明文化されましたが，

全国の状況なども参考に掲載されております。 

これらのことを踏まえまして，各委員の御意見をいただきたいと思います。 

 

（金村委員） 

宮城県立がんセンターの金村です。普段はがんセンターでがんの研究を行っております

が，全国がん登録の事務の委任先である宮城県対がん協会のがん登録室長を兼務しており
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ます。 

実際に，地域がん登録及び全国がん登録の実務をさせていただいている立場から申し上

げますと，参考３にございますとおり，地域がん登録ではこれまで，このような件数の申

請をいただいておりますが，基本的には個人情報を伏せた状態で提供し，研究利用を進め

ていくというのが，長らく宮城県の地域がん登録の方針でありました。それが，今回開始

された全国がん登録となりますと，法的に手続きを踏めば利用可能ということで，研究利

用の促進ということもこの法律の趣旨と捉えております。 

実際の手続きとなりますと，申請をいただき，条件等を審議した上で，事務の委任先か

ら提供させていただくこととなるかと思いますが，どうしても，データを作成する時間や

労力が必要となります。安定的にデータを提供するためにも，それ相応の手数料をいただ

ければ良いのではないかと考えております。 

以上，実務の立場からの御意見です。よろしくお願いします。 

 

（嘉数会長） 

そうすると，金村委員は，手数料が必要との御意見ですね。 

その他に御意見はありませんか。 

 

（南委員） 

手数料といっても，金額によると思います。資料２ページの参考２に，手数料の額が記

載されており，提供に要する時間１時間毎に５，８００円と記載されておりますが，これ

は作業時間という意味でしょうか。 

 

（事務局） 

データを変換するために実際に要した時間と捉えております。 

 

（南委員） 

データ提供に係る作業量の特定は難しいため，手数料の算定はかなり難しいと思います。 

私としては，全国がん登録に関する県内の体制が整ってしまえば，手数料は必要でない

と思います。 

 

（嘉数会長） 

南委員からは，手数料の内訳がはっきりしないということ，そして，利用の促進のため，

不要との御意見をいただきました。 

他の委員の皆様から御意見はございませんか。 

この件については，手数料を徴収するかしないか，ある程度決定しなければなりません

ので，多くの委員から忌憚のない御意見をいただきたいと思います。 
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（金村委員） 

手数料の徴収の是非については先ほど申し上げたとおりですが，額については検討すべ

きかと思います。 

参考２に記載されているものは，政令で定められた国がんに納める手数料額になります

が，１時間当たりという根拠が何からきているのか。また，１つの申請に対して手数料が

どのくらいの額になるのか，という点については，研究者の方にとっては非常に関心の高

いところかと思います。 

私の方では，承知しておりませんでしたので，手数料の徴収を検討するためには，この

ようなところも調べる必要があるものと考えます。 

その上で，データ提供にかかる時間をどのように算定するのか，これがあまりにも膨大

な時間になりますと，手数料徴収するとしたために，結果として利用が促進されないとい

うこともあり得るかと思います。 

このような情報がもう少しあった方が，御判断いただくにも良いのではないかと思いま

す。 

 

（嘉数会長） 

ありがとうございます。手数料を徴収する場合の内容をもう少し検討しなければならな

いということ，そして，手数料の徴収によってデータの利用が促進されなくなる恐れがあ

るということで，このようなことも含めて，もうお一方，お二方から御意見をいただきた

いと思います。 

 

（櫻井委員） 

どんな事業でも，行動すると必ず費用を要しますので，国でそれなりの予算を用意する

はずです。なので，ハード部分，ソフト部分について，どのくらいの予算が確保されてい

て，どのくらいのデータが国立がん研究センターに集められるのか，やはり，詳細がわか

りませんので何とも言いようがありません。ただ，調査研究者は，自ら費用を負担してデ

ータを提供してもらおうとは思っていないはずです。 

しかし，全国がん登録になって，法が制定されたわけなので，必ず何か裏付けはあるも

のと思います。その辺を私たちが把握できなければ何とも言えないというのが私の考えで

す。 

 

（嘉数会長） 

ありがとうございます。もうお一方から，御意見をいただければと思います。 

 

（栗山委員） 

まず，１時間当たりの単価５，８００円ということに関しては，資料の３ページに施行

令で定められているもので，その根拠は教えていただければそれで良いのではないかと思
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います。 

具体的に情報をいただきたいと思うのが，資料２ページの申請件数に関してですが，申

請１件につき，どのくらい時間を要するのか，ということです。 

施行令を見る限りでは，おそらく，一人当たりの時間かと推測しますが，実際に作業を

して，平均どのくらい時間を要したのかということを知ることができればと思います。 

この時間が，数時間ということであれば，それほど負担には感じませんし，厳しい財政

状況の中でがん登録を実施してきたことを考えますと，手数料の徴収は必要ではないかと

思います。 

 

（嘉数会長） 

ありがとうございます。 

事務局には，他県の状況も含めて，その辺の状況を把握しておりましたお話しいただき

たいと思います。 

 

（岡本課長） 

現時点では，他県の具体的な金額の設定まで，調べきれてはおりませんが，徴収予定と

した５県中３県については，国と同額を予定しているようです。 

手数料を徴収する場合は，しっかりとした根拠を基に，条例で定める必要がございます

ので，この件につきましては，他県の状況や，本日皆様からいただいた御意見を参考にさ

せていただき，決定したいと考えております。 

 

（嘉数会長） 

す。検討結果については，次回の会議か，時間がなければどのような形でも委員の皆様に

お知らせをし，御了解を得るようお願いします。 

 

（岡本課長） 

この後，説明させていただきますが，今年度については，もう一度，本会議を開催させ

ていただきたいと考えております。時期としては来年の２月頃を予定しておりますが，そ

の際の審議となりますと，条例の制定が間に合いませんので，その前に，皆様に御相談し，

決定して参りたいと思います。２月の会議では，その結果について報告させていただき，

２段階で進めさせていただきたいと思います。 

 

（嘉数会長） 

委員の皆様よろしいでしょうか。それでは，そのように進めてください。 

次に，（３）全国がん登録における今後のスケジュールについて，事務局より説明をお願

いします。 
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（事務局） 

それでは，（３）全国がん登録における今後のスケジュール（案）について資料３により

説明いたします。今後のスケジュールとしては，平成２９年から平成３１年までの３年分

を掲載しております。 

まず，今年平成２９年につきましては，今年の６月に，宮城県対がん協会に委託してお

ります，がん登録推進事業において，がん登録実務担当者向けの説明会を実施いたしまし

た。 

また，今後，年末にかけて，資料１でご説明いたしました，診療所の指定申請の受付を

行います。そして，同じ１２月ですが，現在取りまとめ中であります，平成２８年症例に

ついて，年末までに厚生労働省へ提出することとなっております。 

なお，その次の平成３０年２月ですが，平成２９年度第２階がん登録情報利用等審議会

と記載しております。こちらについては，来年度からの利用申請に向けて，具体的な申請

方法などについてとり決める必要があり，今年度末に再度開催させていただき，皆様から

ご意見をいただきたいと思います。 

それ以降のスケジュールについては，今年とほぼ同様となっておりますが，平成３１年

１月頃に，現在収集中の平成２８年症例について国がんから公表される予定となっており，

こちらに併せて利用申請の開始予定時期を１０月としております。 

事務局からの説明は，以上となります。 

 

（嘉数会長） 

ただ今の説明につきまして，何か御意見・御質問等はございませんでしょうか。 

御意見等なければ，このように進めさせていただきたいと思います。 

それでは，最後に，４その他でございますが，委員の皆様から何かございますか。 

事務局から何かございますか。 

 

（事務局） 

ありません。 

 

（嘉数会長） 

 本日は，円滑な会議の進行に御協力をいただいたことに感謝申し上げます。 

それでは進行を司会にお返しします。（事務局） 

 

（司会） 

嘉数会長，議事を進行いただきありがとうございました。 

また，委員の皆様，本日は長時間に渡りまして，貴重な御意見をいただきまして誠にあ

りがとうございました。 

それでは，本日の会議は以上をもちまして終了とさせていただきます。 
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大変ありがとうございました。 


